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徳川幕府出版取締政策の研究
ll
特に三大幕政改革との関連をめぐって
l l
まえがき
吾々が日常生活の中において、ジャ
1
ナ
D
ズム、各種出版物等
から受ける影響は極めて大きい、否絶対的とも言える。したがって、報道、言論、出版等の自由が保障され、確保されねばならない。つい先頃、戦前戦中のあの統制時代、その
影
響は未だに吾々
の脳裡から忘れることはできない。
かような点からこの言論報道出版紘一寸の集約的形態たる出版の統
制の歴史を探ることは 極めて現代的意義あるものと考え、この間題をとりあげた次第であ 。
言論出版の統制は、封建制度 確立という注声幕藩体制の完成
即ち、政治的社会的統制組織の完成期であると同時に出版伝達という経済的発展期にはじめて行われるようになったものである。
寺
津
茂
したがって一方には町人階級の興隆期だけに、上からの圧迫との聞には種々の歪んだ社会現象が見られた
。
このような問題を取り扱
つ
た過去における業績は極
A K
少 い 。
僅かに関根正直氏、中村喜代三氏、宮武外骨民の諸研究が見られるに過ぎぬ
。
しかし体系的なものは少いが、断片的なものはか
なり多く見られる
。
即ち風俗史的面から或は女学史的面からがそ
れであるルだが戦前戦後を通じて本題を主とし、或は徳とした諸研究は残念乍ら他の分野に比べ極めて少い。叉さきにあげた研究とて取締法規や検閲制度及びその僅かな適応研究にす
ぎ
ず、取締
法規がいかに適応され、いかなる作品がいかなる理由で禁圧されたか、作者がいかに処罰されたか、 罪の軽重、階級構成、更にはその後に現われる作品の性格との関係 民衆生活に及ぼされ
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た影響の究明、これをもっと明らかにしたい、というのが本論文のねらいである。いうまでもなくその取締り、検問制度が反動政策たる幕政改革期に特に強化され、その直前がいわば、庶民階級の力強い息吹き、或は積極的消極的、意識的無意識的抵抗がおし進められていた時期であった＠程 （
1
）関根正直「徳川時代出版取締法規の沿革」醐…諒一
一生 一 昨
附愉纂」・中村喜代三」徳川時代出版取締法規及び検閲制度」側一誠一一給開・宮武弁骨著「筆禍史」
o
等々があげられるが、関根、
中村両氏のものは主として法規の解明、機関組織の追究に終始されており、社会現象との関連が捉ヌられていない。叉宮武氏のものは事実の羅列であり、多分に好事家的取扱 に格始しており歴史的追究がなされていない。しかし 実の研究は注目すぺきである。（2
）乞の方面、の研究はかなり多い、主なものとして
斎藤隆一一一薯「近世世相史」。麻生磯次著「笑いの研究」。重友毅薯「近世丈学史」。浄回左右吉著「女学に れた我が国民思想の研究平民文学の部」。尾崎久調 江戸軟難文学考異」。そ他陣峻康隆氏、水谷不倒氏、小池藤五郎氏等諸先覚の著書、論文多数が発表されている。一、出版軍締法規の変遷出版取締法規というと問題になるの
は切支丹の禁止に伴う禁書も当然考えられるが、一応これは出版統制以前の問題に属するので除外する。
この法規の変遷は大体幕政改革と併行して考えられ、三つの大
きな変遷が見られる。その初見は延宝元年（↑さであって、はじめに「板木屋共江」とあり、「御公儀之儀者不及申」「諸人迷惑」
「珍敷事を新板心開」く際は必ず両番所へ申出で差図を受くべき旨を令しており、極めて漢としており、罰則についてもあいまいである。一般にこの期のものは具体的なものが少い。こうした中にあって夫和四年（吋鳩日四）に出された「服忌令開板」禁止の令勺）延宝年閣の令の反覆された ひきつづいて出された。時と共に具体的な現象が展開されるあとを追
っ
て次第乙具体的な内
容をもっ法令が出 ようになる。即ち、「町内ニ而むさと仕たる小歌はやり侯歌事者勿論当座之替りたる事」を出板すること更に作品を「辻橋に而売侯」事な…と 如くその販売方をも禁止する法令は何回となく出されている。
以上の時代からいよいよ町人階級の経済的発展が如実に見られ
るのであり、元禄期に入って上方を中心 する町人文化が関宿る。しかもこの時期がいわば幕藩体制にと
っ
ては最初の動揺期で
あり、享保の改革政治が行われる、その一環と 、出版取締の上にも大きく作用し、威圧
J m
えてきたのである。
享保三年九月に出された法規こそ具体的な内容をもって特に文
学、美術、風俗の上に強烈な力を伴 覆いかぶさってきた
。
一、書物草紙之類新規之儀無用之事一、一枚絵等品令板行商売可為無用候一、時々雑説或ハ人之噂を板行－－いたし狼ニ触候儀自今一切可為無用侯
の如き事項がそれぞれ禁止の対象であり、文学並に浮世絵版画等に対する統制の第一弾であった。そして統制は勿論五人組の組織を通じて厳重に行われたので る。更に心中にからむ事件の読売
一 一 九
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＼、．
八5
）
必至るまで抑圧の手をのばしている。その上僅かに出版を許されたものにさえ、作者及び発行年を必ず明記すべきことを命じ、権現様をはじめ代々将軍 名前を刻永することにさえつまらぬ制限を附している。
上からの抑圧と下からのもり上りの矛盾衝突という事態の現出
が、第二の幕政改革期即ち寛政期である。この時期の取締法規は自らその時代の 相を反映している
。
主として封建経済をうちく
ずそうとする商品経済方式の発展の回止、即ち倹約令や風俗令となって出たものがそれであ 。そして取締方式も前代の形式に改訂を加え徹底強化をねらっている点も注目すべきである。寛政二年（炉肘）「地は叩問屋行事共江申渡」なる一札を見 と例により、先づ「書物之儀毎々より厳敷申渡候処いつと く狽－一相成」という次第で前代よりの取締検 の強化徹底を令し、「何 一小寄行事改候而」として草紙類、絵本類、一枚絵等 「行事改」の新しい制度を打出し「改方不行届キ或者改 一一洩候ハバ行事共越度可為候」という行事に対する圧力によ
っ
て取締検閥を行なわんと
した
。
ここに絵草紙を始め戯作物か
ら一枚桧に至
る迄「極印」の
制が始められ
r
。
同時に法規そのものは見当らない
が
、判例にし
ばしば見られる幕政批判に対する取締が出版に対しても行われ
【
n w d
）
ようになる。次いで「好色本」を始めとする「華美成」「費成儀」等風俗華美 傾向の抑圧という面にも誌が出され、調ロ好色本即ち澗落本に対 ては絶版 強行手段 らとられた。しかしか、る徹底強化を期しても時流に抗し得ず、以後好色本 出版は依然続けられ、法令の禁止を尻目 、民衆の要求を．
n γ
グとし
二 一
O
て交化交政の文化という江戸燭熟期の交化を円くりあげる
。
凡そ
この現象は幕府当局の方針とは矛盾するものであ
っ 允 。
以後文化、交政年聞を通じ重ねて前代に出された法規の反覆布
告が行われるが、その効果はいっこうに現われず、むしろ享保年聞に出された「若商売改候ハ、組合
え
入り」とあるような商人相
互の経済的制約 方 重要視されたもの 思われる、事実害林行事組ムロの仲間申ム口事項 如き 、「因す）ハ仲間内ノ規則一一過ギザ
λ
ガ官命ヨリモ却テ重
γ
ジ」られた
ことが判明している
。
かくの如く幕府当局の取締りの不徹底の中で、町人勢力の拡
張、交化の発展が見られ が、天保十
二
年水野忠邦が自身の政治
生命をかけて改革政治が行われ、従来の
法
規の集大成をも見われ
るべき、より具体的な内容をもって一おされる。勿論これは歌舞音曲、水茶屋‘遊女町、悪場所、娘浄瑠璃、芝居狂言等々一般風俗の取締りと併行して行われたも である。天保十三年（トユ）六月に出された法令がそれで、
一、異説妄説等を取
交 へ
、
時之風俗
之批判等を認候好色本堅く
可為無用一、人之家筋先祖之事杯害物－一書顕し世上致流布候事可為停止〜 事一、新板書物ニ作者投板元之実名奥婁
一 一ニ為致可申事
て「権現様御名寄
一入」の際の条件
一
、何之著述－一不限都而本屋共ヨリ町年寄江可申出候事一、錦絵と唱歌舞伎役者遊女
芸
者等一枚摺に致侯義風俗に拘り
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（ ロ ）
候筋に付以来開板は勿論決而売買致問敷
とある。一見前代の繰返しに見えるが、単なる埼目の羅列でな
く、詳細な例さえあげている。叉その周知徹底方についても厳重に指示している点、当局の意気込みが想像される。しかし天保の改革も僅か二年にして水野 失脚を見、空しくその野望は潰え、幕政も末期を迎えるが、勿論お座なりの取締法令は以後前代とほぼ同様の内容をもって出されているのみでむしろ当丹市一意志 は逆な版権 保障 一世った条項を合む法令さえ出ている。一註 （
1
） （
2
） （
3
）（4）徳川禁令考第五軟
（5
） （
6
）徳川幕府時代書籍考ご一一一オ
（7
）御触書天保集成下及び徳川禁令考第五牧
（8
）「極」印制については石井研堂氏「錦絵改印の考証」
r
詳しいが、との制は錦絵以外の敵作本宰にも施行支れ・たと思われるが、錦絵以外には殆ど見当らない。
（9
）増補青本年表寛政二年之条（新群書類従管七巻書目所収）
（叩）御触書天保集成下八一
O
頁
（日）徳川幕府時代書籍考ご五歳（ロ）東京市史稿、市街篤第四十東京都庁編（日）関根氏論文（前掲書）
ニ、幕政批判をめぐる醍締の推移及び関連せるニ三の問題
前項において当代に出された各種出版関係法規について概略のべたが、ではこれらの法令実際如何に適用され宗一泊され いったかを究明しなければ意味がない。特に友章では幕政批判をはじめとする若干の問題をとりあげる。
少く’とも幕政批判というものが現われるのは、幕政改革の時期
に密接に関係している。一二大幕政改革の中、比較的順調に行われたのは享保の改革のみでこの時期に幕政批判の如、ざものが表面化すということは一寸考えられない。しかし天明末年から始められた和平楽翁公の賀政の改革期に至り公然と批判が表面化してくる。これは勿論改革 治そのものの反動向性格からして矛盾の集約化にほかならないが、その批判がいかなるものであり、い に抑圧されていったか二三の実例をあげて見る。一般 批判は調刺という形式がとられるが、かなり積極的なものもないではない。
へか）（文武）
萄山人の狂歌「世の中に蚊ほどうるさきも はなし、ぶんぶというて夜も眠れず」といったも で、戯作物の中に非常に多く見られる。朋事堂誠三二作「交武二道万石通！一、恋川春町作「鴎鵡返文武二道」、田一一来三和作「十一人下 面鏡梅鉢」 石部琴好作「刊一純一口同州黒白水鏡」なる一連 作品がそれで、何れも当時 涜行 浮世絵師がその掃絵を担当し、世間の好評を博したも であった。今日の政治慢画や川柳その他による時評の調刺の如く 極めて鋭い政治批判を滑稽や酒薄 伴
η
て行司ているわけである。例えば「文
武二道万石通」の吋容は先づ話題を頼朝の官にさかのぼらせ『頼朝公御前の人 退けて仰せけるは「如何に重忠われ四海を治めて上り日本の大名小名安堵の思ひをなすと睡も武備に怠る心生ずべL
、治世といへども文ばかりにては治め難し武にはやる者何程と一
いふ事を汝が智慧をもってはかるべし 「所詮文武兼 した士は無ければどちらかへ片寄り申すべし。叉文でもなく でもなきぬらくら武士多けかるべし、三つに分けてお目にかけませう』というわけで重忠の案になる武士達の素質検賓が姶る。『か忠謀にて宮士山の中に不老不死の薬あり、鎌倉の大小名人穴 り
J 
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此薬を求むべし、と仰せ渡されければ、不老不死の薬と聞き、皆々富士の人穴にぞ入りける』と先づ試される武士達が一同この穴に入ってゆく、そのあとが極めて興味深い。この穴は途中で三つに分れ、「文雅洞」「長生不老門」「妖怪窟」である
。
武士達が
この三つにふるい分けられる はつゆ知らず、結果は「妖怪窟」を抜け出た者が最も多かったが 「文雅洞」をくぐって出口にますかれたとろろ汗にってんころりと恥をかいたいわばぬらくら武
F
才
ν
士も多かったという次第である。これが重忠、米掲の千石径からの存じっきであったわけで、 うまでもなく寛政の改革政治を痛烈に批判した作品であることは判然たるものだ。遂にその作者は作品の絶版を申渡され、以後筆を絶った。しかしそれ以上の罪過を受けた事実はなく、当局はそ 程作品の価値を認識して なかったと思われる。このことはさきにあげた他の作品にも言え ことで何れも絶版以上の取締りはうけていない。というこ は叉大かたの人々がその調刺の中にさほどの幕政批判の価値を認めていないと同様に、或は考えられていたので なか たか。津田博士の如きも「かういふ滑稽趣向 材料として用 られる は何かといふとそれは当時の世相 弱点もしくは裏点であって
l
中略
l
それは決して社会 病弊や人生の欠陥に対して根本的な或 深酷な批判を下し鋭く其 急所をつくといふ ではなく弱点 せよ笑の種となるだけの程度に於て軽くう ぺをなで おくに どまる」）だから一度当局の取締の手がのばされ ばもろ もくずれ去り、そ 態度は消極的となり、やがては軟化す という価値づけは著しく当を得ていな
。
作品の中に現われている幕政批判の価
値は作者自身 のみでなく、その作品を迎える民衆 態度
一一
の両面から考うぺきであろう。従ってさきにのぺた如くこれらの作品に対する当局の認識は誤っていたと考えるわけである。
さてこの問題に通ずるものとして天保時代に入って表面化した
洋学者の著作に対するも があげられる。すなわち洋学者例えば渡辺
量山
や高
野長英らが主として、海防論という面から幕政を批
判す
る、これに
’対する取締りである
。
これらは、大野広域の「泰
平年表」の発行、「服忌令」の出版禁止、「暦」の無断出版禁止、法
令
集の出版禁止等これらは他のす
べ
てのものに通ずること
で
あ
ムが、極めて形式的なものにこだわっていることや封建的な体面を重んずるのあまり大局を見失うという幕政 欠陥を暴露しているものと言えよう。詮 （
1
）湾問左右吉著「・文学
K
現われた我が国民思想
の
研究」平
民女学の郁二
O
二貞
（2
）「江戸作者部類」等を見ると喜三ごや春町の作品がいかに好評を博したかが察せられる。
（3
）女明東漸史一＝二九頁
＝一、風俗の蹟締りをめぐる問題風俗上の取締りについては
江戸時代といわなくとも明治以降昭和に入
っ
ても何らかの基準が
設けられ、時の社会環境に応じてその政策が進められてきている。取締りとか抑圧的 政策は得 して反動的な性格をもっ
。
江
一円時代の風俗取締りという問題は言うま
で
もなく町人経済の上昇
期においてと た緊縮政策に連る
。
その初期のものを見れば、
享保の改革令にある倹約
令
、 一
回干保七年に出された「男女申合相果
侯類致板行読売候儀禁止」更に夫明末年の詳細な風俗取締令、寛政二年の「絵本絵草紙一枚絵之類風俗之為－一不宜」同じく好色本
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＼ 
の禁止等、享保期はともかく寛政期に至ってようやく強佑される。したがって江戸文化との相互関係の上に立って究明せねばならない問題と言える。そして中村喜代三氏の指摘せる如 （前掲論文）享保及びそれ以前にあっては主として幕府の当事者が出版物の社会的勢力を大し 重要視せず、少しく政治面 力を致し、比較的無関心であっ 事は後年 当然絶版になるような浮世草子の如きものには抑圧の手がのびなかった事に通ずるも で、風俗等に対する抑圧 特に出版面にあっては寛政二年（」丸山）の「好色本」禁止に至って強化され といえる。
さきにあげた心中物の板行出版、更には英一蝶にかかる「朝妻
舶」事件等に対する取締りはともかく、風俗のために不宜ずと見倣した作品の多くは一般町人の娯楽となり精神的糧となる通俗的な文芸作品が大部分であり、これをことごとく箸修なりとし、あまつさえ不要視する 至っては、いかに風俗取締りとはいえ、浅見回随というべきで、したがってその取締りが徹底さを欠き、徒に当局の無能力を暴露する結果を招いてしまう
寛政三年正月発行された山東京伝の作品に対する取締並に処罰
の経移を見ると、実に興味深いもの 。江戸作者部類によると『寛政二年官命ありて酒落本を禁ぜられしに 駕屋重三郎其の利を思ふの故に京伝をそそのかして、叉酒落本二一檀（一一一間）をつくらしめ其 表紙 「教訓読本」と記して三年春（寛政）正月印行したり「錦の裏」といふと「仕懸文庫 と へる申本なり。此酒落本は京伝がよくそ 趣を尽した ければ甚だしく行 れて板元の鼠余多か 、此事官命に聞えけん比年五六月頃』御各め 受くるに至る。しかもその検閲 過程を見れば、明ら に一旦は行事
の検問を通過しているもので、発行後どういうはずみにか其の筋に露見し、処罰された。相当徹底を期して始められた「行事改」の制度にかような大きなミスがなされたところに幕府当局の民締りの無力化と町人の抵抗力の向上の必然性が感知ぜられる。なお、こ 辺の経過については著者山東京伝並に版元蔦屋重三郎両者に対する処罰 罪状にくわ い。
また、錦絵に対する取締りは、第一章で略述した如く「極回」
の制度が寛政二年に始められ 制度上は一応徹底した形式がとれる。特に錦絵の題材
1
色彩、大きさ、手法等くわしく禁止の条
項が規定される。これとて果してどの程 実掘されたものか極めて疑わしい 現在発見されている作品中におびただしい数の禁止の対象とな べ夫－ものがある。これは勿論錦絵のみならず、酒落本においてもである。殆ど公然の秘密と 出版が行わ ていた。そ 中で処罰を受けた作品について見ると、前記山東京伝の作品の他、寛政十年には式亭三馬作「辰巳婦品一一己（後にこれは名を変えて再板される）同十二年「南門鼠」、一成三楼作「婦足首」（これも後再板）等があり、特に京伝の如きは手鎖五十日というこの方面の罪としてはヒステリッグにさえ思わ 前代未聞の重刑を課され、しかも多額の罰金を併せ誤・された も特徴であろう
o
しかしいかに幕府当局の取締りが不徹底に終始したとはいえ、
町人文化に与えた影響は決して無視出来ないものであった。、すなわち化政文化及びそれ以降 交化の形態であ あ 投機的な頒廃的性格である。近松の心中物から為永春水に代表 人情本その性格こその一端を示寸ものではあるま か。天保時代に入って出版界における取締り 対象がこの人情本に対してであった
一一一一
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天保十二年十二月為、来春水処罰の罪業には「人情本と唱侯小冊物著作致右之内には婦女の勧善にも可相成と心得違致し不束之事ども書顕し剰へ遊女放蕩之体を絵入り仕組遣し手間賃請取候段不埼
（4
） 
に付手鎖申付る」と見え、当局の処罰の経緯と同時 交芸作品に要求していた事項をも理解できる。したがって当局と町人階級との聞には判然と相容れざるものが存在していた。しかし享保、寛政期頃に比較して当局のみなら子、町人階級の清新的な精神の次第にうすれて占けているのも事実である。寺門静軒 「江戸繁昌記」が為永春水の人情本が処罰に った天保十二年から十三年にかけて一年がかりの後相当広範囲にわたって取締りの対象となった。この作品は極めて淫雑な部分があり、かなり露骨な表現 見られ、時の有詞一り手段を可とし水野閣老の果断の情置 称揚している向さえある。しかし悲壮な決意の下に断行され の改革政治も柳亭種彦 作品たる「諺紫田舎源氏」をめぐって誠にみっともな 処置がとられ、幕末 政治 終需を思わしめる。すなわち、この作品は前代の将軍家湾公 こよなく愛読された の
（6
） 
り、それが水野関老によって絶版に附せられてしまう であ 。たとえ一時の気なぐさみ 軽い趣向からに 、当時の心あ 人が「古城や河内とびこむ水野 と と皮肉つ いる戸註 （
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以上極めて局部的に出版取締り法規の変遷とその適用の過程を
見てきたが、法規についてはすでに二三の先学により一通りの究明がなされたが、取締政策をその法規の適用、いわば判例等による実証的研究が残されていると見て本題の主目標をそこにおいた。しかし力不足と史料不足のために単なる問題提起に終ってしまった。幕府当局の政策 あくまで反動的政策として享保、寛政、天保の 政改革期をそれぞれピ
l
グとして行われ、しかも時
代の進行と共にその反動政策の矛盾が表面化し、特に法規の如きは「三日法度」に堕してしまう結果を招来する。 して法規の改正は原則として見られ子、雪だるま式に附加きれ疎なるも から密なるものへという極めて計画性に欠けたもの つくられてゆく、したがってこの政策 推移はそのま 幕府権力 一象徴として現われる。けれどもかような理解は大 な歴史認識の上から一面的であり、その反面これらの政策の実施上の対象たる町人階級への影響は決して無視できない すなわち政策の・進行と文 との関係である。本題の中におけるささやか 副次的収獲とし 得たものがこれであり、江戸文化殊に江戸を中心とした後期 文化に対する従来の評価はすでに再検討の段階にきているのではないかということである。
出版取締政策の研究はむしろ今のぺたように江戸文化の再検討
と併行して行われるべぎもの ろう。
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